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本研究では，サンショウに近い香気成分を有すると考えられる，カラスザンショウの利用可能性について調

査・検討した。精油等を抽出するための適切な部位や時期を調査するために，時期を変えて，果実，当年枝，葉

を採取し，精油等を抽出した。また，ガスクロマトグラフィーで精油等の成分分析を行った。当年枝と果実から

は精油が抽出されたが，時期によっては精油成分がほとんど検出されなかった。成分はサンショウと共通するも

のもあったが，他にも有用とされる成分が認められ，サンショウの代替として，または，新たな和精油としての

利用可能性があると考えられた。 
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Ⅰ はじめに 

近年，国民の価値観や余暇活動，生活様式が多様化

しており，医療，観光，教育等の分野において，新た

な森林活動や森林空間の利用法，樹木の香気成分の活

用等が拡大し，森林サービス産業への期待が高まって

いる。また，森林整備を促進するため多様な用途で森

林資源を活用していく必要があり，香気成分を多く含

む樹木について検討する中で，ミカン科のサンショウ

（Zanthoxylum piperitum）に近い香気成分を有すると考

えられる，カラスザンショウ（Zanthoxylum ailanthoides）

に注目した。 

カラスザンショウは，サンショウと同じミカン科サ

ンショウ属の落葉高木で，日本国内では，本州，四国，

九州に分布し，石川県内では標高 400 m 以下に広く分

布しており（6，7），主伐跡地等によく発生する先駆

植物である。また，サンショウの精油には，リラック

ス効果や冷え性，肩こりの改善などの効果があるとさ

れているリモネンや，抗菌作用や防虫作用があるとさ

れているシトロネラール等が含まれており（4），近

年，和精油としての需要が高まってきている。そこ

で，カラスザンショウがその代替品，もしくは新たな

和精油としての利用可能性があると考え，注目した。

また，もしカラスザンショウが利用可能な場合，近年

全国的な課題となっている，主伐再造林の副次的な再

造林樹種の一つとして，または，主伐跡地の天然更新

個体を活用した，副収入源として扱える可能性もある

と考えている。 

そこで本研究では，カラスザンショウの香気成分の

利用可能性を検討することを目的に，カラスザンショ

ウの採取方法の調査，及び成分分析を行った。 

Ⅱ 方法 
1．調査地の概要

調査対象であるカラスザンショウは，石川県内の 2

地域の車道の脇に生立しているものを採取した（図－

1）。 

図－1．調査地図 

2．採取方法調査 

 サンプルとなるカラスザンショウは，採取時期と採

取部位を変えて採取を行った（表－1）。果実は高枝切

りバサミで，当年枝及び葉は脚立と剪定バサミを用い

て採取し，得られた重量を記録した。採取したサンプ

ルから熱水蒸留法を用いて精油及び芳香蒸留水を抽出

した。蒸留は 36 Lの容器で，3 時間かけて行った。採

取部位・採取時期ごとの精油の抽出量及び抽出率を記

録し，適切な採取部位・採取時期の検討を行った。2021

年 9 月 28 日に行った調査では，採取に要する時間も
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計測をした。 

表－1．採取日及び採取地，採取部位 

3． 成分分析 

 表－2 の 7 試料について，ガスクロマトグラフィー

質量分析法（以下 GC/MS）で成分分析を行った。分析

装置は 7890 A/5375 C（Agilent 製）を，オートサンプラ

ーは MPS2（Gestel 製）を使用した。 

精油試料は酢酸エチルで 200 倍に希釈し，マイクロ

シリンジで試料 1 μl を注入口に導入した。芳香蒸留水

は，試料 5 μl を 20 ml バイアルに入れ，SPME 法（固

相マイクロ抽出法）でファイバー（Divinylbenzene/ 

Carboxen/Polydimethylsiloxane，膜厚 30 μm，長さ 1 cm，

Supelco 製）に香気成分を抽出し，注入口に導入した。

抽出温度は 60 ℃，抽出時間は 30 分とした。 

表－2．成分分析試料 

GC/MS の分析条件については，GCは，注入口温度

は 230 ℃，スプリット比は精油で 1:20，芳香蒸留水で

1:10 とした。カラムは DB-Wax（60 m×0.25 mm，膜厚

0.25 μm，Agilent 製)を用い，オーブンの温度条件は，

40 ℃で 10 分間保持した後，毎分 5 ℃ずつ昇温し，

230 ℃で 12 分間保持した。MS については，イオン化

電圧 70 eV（EI），イオン源温度 150 ℃で，m/z 33-300

の範囲で分析した。成分同定には，Wiley-NIST マスス

ペクトルライブラリと保持指標 （RI）データベース

（AromaOffice，西川計測㈱製）を使用した。 

Ⅲ 結果 

1．採取方法調査

調査結果は表－3 の通りとなった。2020 年 6 月 25 日

と 2021 年 9 月 3 日に採取したものは，各採取地の採

取量が少なかったため，採取地毎に分けずにまとめて

抽出した。葉からの精油の抽出はほとんど認められず，

当年枝からの精油の抽出は時期によっては認められて

いるが，果実が実る期間とはずれが生じていた。果実

からの精油の抽出については，2021 年 9 月 28 日に採

取した果実は約半分が赤色に色づきはじめており，他

の果実に比べて抽出率が低かった。また，芳香蒸留水

は全ての蒸留作業において，1 L 程度採取した。 

2．成分分析 

カラスザンショウの果実から抽出した，精油の香気

成分分析結果を，図－2 に示す。成分の種類と量は，

採取時期や採取場所によってばらつきがあった。サン

ショウの精油の主成分と共通する成分も多く認められ

たが（2,4），ミルセン，リモネンは比較的量が少なく，

1,8-シネオールやサビネン等，サンショウの主成分に

は確認されていない成分も多く認められた（図－2）。

また，2021 年 9 月 28 日に西俣県有林で採取した果実

の精油が，他に比べて全体的にサンショウと同じ成分

を多く含んでいる傾向となった。 

 芳香蒸留水の香気成分分析結果を，図－3 に示す。

2021 年 9 月 3 日に採取した果実の芳香蒸留水及び，

2021 年 9 月 28 日に西俣県有林で採取した果実の芳香

蒸留水，2021 年 9 月 28 日に森林公園で採取した果実

の芳香蒸留水は，似たような成分を含んでいた。また，

カラスザンショウの精油よりも多く認められた成分も

あった（図－3）。 

表－3．採取方法調査結果 

※1 精油は抽出できたが，計測していない。※2 抽出率は，採取部位ごとの採取量から抽出された精油量より計算。
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図－2．精油の香気成分分析結果 

下線はサンショウの精油で確認されている主要成分。 

図－3．芳香蒸留水の香気成分分析結果 

下線はカラスザンショウの精油より多く認められた成分。 

Ⅳ 考察 

1．採取方法調査 

各採取部位のうち，葉からの精油の抽出量はほとんど

なかったことから，葉には精油成分は少ないと考えられ

た。当年枝については，抽出できる時期と，できない時期

があり，9月上旬頃には精油成分が減少した可能性がある

と考えられる。また，未成熟の果実からは精油を抽出でき

たが，赤色に色づきはじめた果実からは抽出できた精油

が少量であったことから，果実が成熟するにつれて精油

成分が減少する可能性があることが考えられた。 

 これらを総合すると，今回の調査の範囲では，カラスザ

ンショウの精油及び芳香蒸留水を抽出する際の適切な採

取部位は，当年枝と果実で，適切な採取時期は，当年枝は

成長し，精油成分が減少すると考えられる時期より前で，
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具体的には 6 月下旬頃から 8 月上旬頃だと推定できた。

果実は，実り，熟し始める前で，具体的には，9 月上旬頃

から9 月下旬頃が適切な採取時期だと推定できた。 

 次に，カラスザンショウの果実を原材料とした場合の

精油生産コストについて，検討する。まず，表－3 より，

カラスザンショウの精油の抽出率を 0.25 %と仮定する。

また，比重を計測した結果，約 0.87 であった。2021 年 9

月 28 日に行った調査では，約 2 時間で 11 kg の果実を 2

人で採取することができ（表－3），インターネットで販売

されている，サンショウの標準的な価格は，5 ml で 7,000

円～8,000 円であった（1, 8）。1 日の労働時間を 8 時間と

し，移動時間 2 時間を差し引き，採取時間 6 時間とする

と，1 日の採取量は，11 kg の3 倍で，33 kg となった。こ

こに抽出率の 0.25 %を乗じ，ここから抽出できる精油の

量は，82.5 g となり，これを比重の0.87 で割り，ml に変

換すると，約 95 ml となった。カラスザンショウの精油

も，サンショウと同程度の価格（7,000 円と仮定）で販売

できたとすると，95 ml から 5 ml 入りの精油が19 本作る

ことができるので，7000 円に 19 を乗じ，13,3000 円とな

る。そこから人件費（1 人 10,000 円と仮定する）と抽出

にかかる費用（36 L 容器で1 回につき10,000 円）を差し

引くと，103,000 円と算出される。この他容器の代金等諸

経費を考慮しても，十分に採算が得られることが期待で

きる。  

2．成分分析 

 精油の香気成分分析の結果，主な香気成分として，1,8-

シネオール，α-フェランドレン，β-フェランドレンなどが

検出された（図－2）。同じカラスザンショウの果実の精油

でも，採取時期，採取場所により成分の違いが認められた

ことから，熟し具合，気候，標高等で成分が変わる可能性

が考えられた。 

 サンショウの精油の主成分としては，リモネン，シトロ

ネラール，酢酸ゲラニル，β-フェランドレン，ミルセン等

が確認されており，特にリモネンの割合が多いとされて

いる（2, 4）。分析結果により，今回のカラスザンショウの

精油の成分分析結果と共通する成分としてリモネン，β-フ 

ェランドレン，ミルセンが認められたが，特にリモネンの

割合は少なく，シトロネラール，酢酸ゲラニルは確認されな

かった。また，カラスザンショウから抽出された香気成分

のうち，1,8-シネオールやサビネン等が多く検出されたこ

とから，これらの香気成分がカラスザンショウのサン

ショウと異なる特徴であることが判明した（2, 4）。また， 

1,8-シネオールは，ユーカリやローズマリー等に多く含ま

れるとされており，抗菌，呼吸器系疾患の改善等の効能が

あるとされている（3, 4）。サビネンはヒノキの葉やスギ，

モミ等に含まれるとされており，森林浴効果や抗菌，消化

促進，組織再生などの効能があるとされている（3, 4）。 

カラスザンショウの精油は，サンショウの精油と共通

する成分を複数持つこと，香りの印象がサンショウに近

いことからサンショウの代替として使うことができる可

能性と，1,8-シネオールやサビネンといったサンショウの

精油の主成分には含まれない，有用とされる成分が多く

含まれていることなどから，新たな和精油としての価値，

用途を見いだせる可能性は十分にあるものと考える。 

芳香蒸留水の香気成分分析結果，1,8-シネオール，リナ

ロール，α テルピネオールなどが検出された（図－3）。1,8-

シネオールは前述の通りで，リナロールはクロモジやロ

ーズ，バジルの精油等に含まれるとされており，抗不安や，

鎮静，催眠等の作用，テルピネオールはタムシバの精油等

に含まれるとされており，抗菌，抗ウイルス，免疫強化等

の作用があるとされている（3, 4）。また，芳香蒸留水に認

められた，テルピネオールやリナロールについては，含有

量が精油よりも多く，近年，化粧水等の用途で精油の代わ

りに芳香蒸留水がよく使われており（5），芳香蒸留水固有

の価値を見出すことができる可能性があると考える。 

今後，より多くのサンプルで精油の抽出，及び成分分析

を行い，採取部位，採取時期，及び成分についてより詳細

な情報を整理する必要がある。また，当年枝の持続可能な

採取について検討が必要である。 
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